
様式第３号(裏面)

①氏名

② 経験年数 年 年 年

③

✔ 身体障害 ✔ 身体障害

✔ 知的障害 ✔ 知的障害

✔ 精神障害 ✔ 精神障害

①

②

③
社

④

⑤

⑥

⑦

⑧

４社の企業の雇用体制を整
備。うち１社では専任担当
者の採用からかわり体制構
築を補助。

6 6 3

１４社の企業に雇用担当
者へ障がい当事者の理解
促進やアドバイスを行
う。

具体的な一連の雇用管理に関する援助の業務または実務の経験

上記委託業務にて業務切り
出しについてもアドバイ
ス。他社事例の提供等を行
う。

６社の業務切り出し～業
務マニュアル作成に伴
走。製造関係、事務職を
中心に対応。

業務切り出しや業務創出
など職域に関するアドバ
イスの提案。各部署から
の業務創出のアドバイ
ス。

R５年三重県業務委託として
障がい者短時間雇用アドバ
イザーを担当５２社を訪
問。障がい当事者と雇用に
ついて啓蒙活動。

６社の企業に障がい者ア
セスメント情報について
解説や配慮事項へのアド
バイスを行う。

社員向けセミナーや資料
配布にてて各障がい特性
や配慮に関する理解促
進。

経営層向けの障がい者雇用
の社会的責任や企業風土へ
好影響に関する関する個別
説明などセミナーなど複数
回実施。

障がい者雇用促進法や
雇用市場、障がい者特性
の個別説明を複数企業に
実施。

三重県経営者協会など各種
団体に障がい者雇用に関す
るセミナーを
複数回実施。

障がい者雇用推進担当の選
任依頼。担当者への研修、
情報提供。

４社の企業での採用後の業
務マニュアル作成、雇用体
制の支援実施。うち１社テ
レワークでの雇用定着に伴
走支援。

６社において新規の採用
者の障がい特性に応じた
業務マニュアルの補助の
支援を行う。

マニュアル作成の補助。
定期的な訪問面談の実
施。コミュニケーション
に関するアドバイス。

４社の企業の雇用体制を整
備。うち１社では専任担当
者の採用からかわり体制構
築を補助。

６社の企業担当者に支援
体制の伴走、当事者支援
機関との関係構築を支
援。

各企業に合わせた障がい
者管理への雇用ノウハウ
の提供。

上記委託業務にて５社から
求人表提出を頂く。
製造１社、介護１社、事務
１社、サービス１社。

事業所ができる配慮を整
理して、効果的に募集が
できるよう障がい者目線
で、求人票を確認。

求人票の作成補助。
自社で行える配慮事項の
精査。

上記委託業務にて通常の募
集だけでは委託訓練を用い
た実習やトライアル雇用を
実施してもらうように策
定。

業務内容と障がい特性や
人員配置を考慮して選考
の支援を担当。精神障が
いの方を中心に
マッチングを進める。

自社の登録人材とのマッ
チング。各支援機関との
ネットワーク構築支援。

※事業運営責任者または事業実施者を複数名登録する場合は、２名以降の経験については別紙へ記載して
ください。

経
験
年
数
等

事業実施者の経験事業運営責任者の経験

【過去３年間における実績】
●援助の件数

●支援業種
製造業３社　不動産業１社　建築業２社　運送業１社 　人材派遣１社　システム会社1社

●具体的な支援内容
・相談のあった企業にて障がい者雇用に置ける課題の整理実施して課題毎に対応。
上記に記載したように課題毎に対応を行う。
・既存の業務にて雇用にビジョンがありすぐにポジションが決まった企業に対しては自社のネットワーク
を使い、業務にあった障がい者を人材紹介という形でマッチングしました、採用後の定着についても伴走
する体制を取る。
・障がい者の方向け業務がないと感じていた企業には、切り出しのにあったての考え方や業務の募り方を
レクチャー。障がい者に業務を担当してもらうことは一度、考えから外してもらって
誰か担当してくれると助かる業務をフラットに募ってもらって、業務の構築に繋げました。

※（表面）1で、「対象障害者の一連の雇用管理に関する援助の業務についての実績を有する法人」を選
択した場合は、下記の各項目について記載してください。

採用後の雇用管理
や職場定着等

障
害
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の
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障害種別の経験

社内の支援体制等
の環境整備

求人の申込みに向
けた準備など募集
や採用活動の準備

採用・雇用計画の
策定

法人としての経験

当該事業所内にお
ける職務の創出・
選定

社内での障害者雇
用の理解促進

障害者雇用推進体
制の構築

経営陣の理解促進
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